
社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227

社協だより 8

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
ぜひのぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

１
令和５年 

第71号社協だより
八頭町社会福祉協議会広報誌

鍛冶屋温泉カレンダー
3月

 日 月 火 水 木 金 土
     1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31

2月
 日 月 火 水 木 金 土
    1  2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（11月末までの土・日・祝日）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！
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1月
 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 31

橋本サロン 米岡いきいきサロン

～住み慣れた地域でいきいきと～

八頭町社協

カフェでホッと一息

　母親達が月の十五日に茶話会をして
いた経緯から「十五日会」と名付けてサ
ロンを始めて１０年過ぎました。その
間、数人の入れ替わりは有ったものの、
皆さんが元気で、お喋りは勿論体操や
ゲーム、脳トレなどフレイル予防の研
修も取り入れ、健康寿命を伸ばす活動
をしています。

　私たちサロンは月に１回公民館に集
まり体操をして体を動かしたり、座談
会を開催したり、奉仕活動をしたりし
ています。座談会では、最近の出来事を
話したりとても和やかな雰囲気で活動
しています。これからも、みんなが元気
に楽しく、みんなの憩いの場であるよ
うにサロン活動を続けていきたいと思
います。

主なトピックス
新年のごあいさつ  P２
看護実習
パネルディスカッション P４
教えて！ケアマネージャー P６
ご寄付お礼  P７
鍛冶屋温泉カレンダー  P８

　八東デイサービスでカフェを開店。
　「若い頃は喫茶店にもよく行ったで
なぁ」とコーヒーを待ちながら昔話に
花が咲きます。
　美味しい本格コーヒーを飲みなが
ら、和やかなゆっくりした時間が流れ
ました。
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も
っ
と
詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
坂
町
長
寿
会

　・
大
江
緑
寿
会

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

利

浩

邦
　
義

政

子

　
誠
　

直

道

清
　
水
　
節
　
子

大
　
川
　
　
　
勇

谷
　
口
　
郁
　
雄

最
　
上
　
　
　
司

加
　
藤
　
穂
　
高

西
御
門

下

濃

隼
郡
家

才

代

皆

原

夫父母兄父

９月住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

母妻父夫

操

惠

幸

枝

道

生

光

廣

勝
　
原
　
保
　
幸

西
　
尾
　
清
　
志

林
　
　
　
利
　
和

森
　
岡
　
陽
　
子

落

岩

郡

家

万
代
寺

大

坪
10月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

父父母母

壽

美

博

文

ふ
で
子

照

子

藤
　
田
　
俊
　
二

花
　
木
　
直
　
俊

田
　
渕
　
勝
　
敏

西
　
川
　
裕
　
之

鳥
取
市

才

代

東日
下
部

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

夫母父母

春

𠮷

濱

子

淑

夫

久

惠

藤

原
　
秀

子

田

中
　
一
男

谷

口
　
智

範

細

田

吉

秋

隼
郡
家

橋

本

船

岡

大

門
11月

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

【
訪
問
介
護
事
業
・

  
　
　
通
所
介
護
事
業
】

パ
ー
ト
職
員（
介
護
職
員
）

（
敬
称
略
）

西
尾
　
健

西
谷
　
直
人

米 

30
　×

２
袋

玩
具
他

物
品
・
一
般
寄
付

kg

　
令
和
４
年
10
月
に「
ア
フ
ラ
ッ
ク
鳥

取
県
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
会
」様
よ
り
、八

東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
車
椅
子
1
台
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
利
用
者
様
に
安
心
安
全
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、大
切
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ご
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

募 集

（
敬
称
略
）

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

介
護
福
祉
士
　
1
，0
6
0
円

訪
問
介
護
士
　
9
9
0
〜
1
，0
1
0
円

（
別
に
通
勤
手
当
、年
数
手
当
を
支
給
）

賞
与
　
年
３
回

相
談
応（
半
日
か
ら
で
も
O
K
）

入
浴
・
食
事
な
ど
の
直
接
介
護
・
掃
除
・

買
い
物
な
ど
の
家
事
援
助

訪
問
介
護（
担
当
：
前
田
）

　
電
話  （
０
８
５
８
）73
ー
0
6
7
2

通
所
介
護（
担
当
：
河
本
）

　
電
話  （
０
８
５
８
）72
ー
6
1
2
5

　
介
護
の
お
仕
事
を
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
、大
募
集
で
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　町
民
の
皆
さ
ま

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
繰
り
返
し
や
不
安
定
な

世
界
情
勢
を
主
因
と
す
る
物
価
高
な
ど
、私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
き

な
問
題
を
持
っ
た
一
年
で
し
た
が
、町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ど
の
よ
う
な

新
年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　社
協
で
は
、引
き
続
い
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

事
業
の
縮
小
や
変
更
に
加
え
て
、物
価
高
に
よ
る
経
費
増
等
々
の
難
題
と

対
峙
す
る
こ
と
に
な
り
、改
め
て
、同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
一
年
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
問
題
は
、新
年
と

な
っ
て
も
早
々
に
解
消
す
る
保
証
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。経
営
、事
業
の

展
開
と
も
に
、我
慢
我
慢
の
一
年
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
は「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」

の
総
仕
上
げ
の
年
に
も
な
り
ま
す
。こ
の
計
画
で
は
、「
自
助
」「
互
助
・
共

助
」「
公
助
」が
協
働
す
る
福
祉
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。公
民
の
多
様
な
主
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
一
例
に
、次
第
に
新
た
な
福
祉
社
会

の
姿
が
皆
さ
ん
の
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、最
後
の
一
年
は
、皆
さ
ん
が「
福
祉
の
町

　八
頭
町
」を
ど
れ
ぐ
ら

い
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
社
協
の
担
う
役
割
は
重
要
で
す
。
　

　前
・
後
、ど
ち
ら
も
重
い
課
題
で
す
が
、社
協
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
一
年
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会 

　長

　

　小
谷 

知
載

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
八
頭
町
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、1
0
7
名
の
参
加
で
、八
頭
町
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
、32
名
の
方
に
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
表
彰
、書
面
開
催
と
な
っ
た
鳥
取
県
民
総
合
福
祉
大
会
の
被
授
賞
者
９
名
に
伝
達

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
前
例
が
な
け
れ
ば
作
れ
ば
い
い
」と
題
し
、青
野
浩
美
さ
ん
に
よ

る
講
演（
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。声
楽
家
を
め
ざ
し
、邁
進
し
て

い
た
矢
先
に
原
因
不
明
の
神
経
性
難
病
を
発
症
。無
呼
吸
の
発
作
に
お
そ
わ
れ
、命
を

守
る
た
め
に
気
管
切
開
に
踏
み
切
っ
た
。歌
手
と
し
て
の
活
動
は
前
例
が
な
い
か
ら

無
理
と
告
げ
ら
れ
た
が
、障
が
い
と
向
き
合
い
な
が
ら
、あ
き
ら
め
な
い
心
で
声
を
と

り
戻
し
、力
強
く
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。苦
手
や
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
当
り
前
。

N
O
1
に
な
る
の
は
一
人
だ
け
ど
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
み
ん
な
が
な
れ
る
。み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
・
学
校
・
家
庭
に
と
っ
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
な
ん
だ
よ
」と
話
さ

れ
、明
る
く
元
気
で
よ
く
通
る
声
と
透
き
通
っ
た
歌
声
は
、参
加
者
に
大
き
な
感
動
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

＊
開
幕
の
一
声
の
美
し
い
歌
声
で
始
ま
り
、涙
を

我
慢
し
た
く
な
る
ビ
リ
ー
ブ
で
終
わ
り
、挑
戦

す
る
こ
と
へ
の
輝
き
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

＊
心
に
し
み
る
講
演
。あ
き
ら
め
な
い
心
に
感
動
。

＊
一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
り
平
等
で
あ
る
。障
が

い
を
乗
り
越
え
る
力
、生
き
る
力
を
頂
い
た
。

＊
困
難
に
め
げ
ず
、前
向
き
な
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

＊
と
っ
て
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

参
加
者
の
声

11
6
日

時
給
他

勤
務
時
間

事
業
内
容

【
退 

職
】（
令
和
４
年
９
月
30
日
付
） 

      

澤
田 

雄
一
郎

　
　（
八
東
支
所
通
所
介
護
係
主
任
）

【
異 

動
】（
令
和
４
年
11
月
１
日
付
）

  

船
岡
支
所
　
通
所
介
護
係
嘱
託
職
員 

      

川
口
　好
枝

　
　（
船
岡
支
所 

訪
問
介
護
係
嘱
託
職
員
）

  

八
東
支
所
　
通
所
介
護
係
嘱
託
職
員 

      

西
塚 

美
佐
子

　
　（
船
岡
支
所 

通
所
介
護
係
嘱
託
職
員
）

人
事
の
お
知
ら
せ
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ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ

 対　　象 令和5年3月に中学校を卒業予定の
ひとり親家庭の生徒

ひとり親家庭とは父母のいずれか、または祖父母が
子どもの養育している世帯

 申込方法 ご印鑑(シャチハタは不可)をお持ちの
上、お近くの八頭町社会福祉協議会本
所、各支所でお渡しする申込書にご記
入ください。

 申込期間 

 贈呈期間 

 助　成　金 

説　明　会 

４点杖

T字杖

監
事
は
理
事
の
職
務
執
行
・
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を

監
査
し
ま
す
。

任
期
　
令
和
4
年
11
月
1
日
〜
令
和
5
年
6
月
の
定
時
評
議

員
会
終
結
の
時
ま
で

新
任

　歳
岡

　誠
司

退
任

　浅
井

　宏
一

監事の
交　替

　
八
頭
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
及
び
社
会
福
祉
活
動
の
協
力
功
績
に
よ
り
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
県
民
総
合
福
祉
大
会
が
書
面
開
催
と
な
り
、被
表
彰
者
に
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

伝
達
表
彰

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

竹
内 

　
豊

心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会

岸
田 

弘
子
、西
川 

智
子

鳥
取
県
知
事
表
彰（
３
名
）

被
表
彰
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
役
員
功
労
者（
22
名
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

塩
瀬 

敏
江
、田
中 

義
昌

民
生
児
童
委
員
功
労

明
治 

登
茂
恵
、井
上 

雅
紀

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰（
３
名
）

団
体
役
員
功
労

西
村 

昭
二

団
体
職
員
功
労

保
木
本 

正
臣
、岸
本 

　
剛

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰(

２
名)

県
老
連
役
員
功
労

岡
森 

　
裕

鳥
取
県
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
協
会
長
表
彰(

１
名)

鳥
取
県
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労

桑
村 

和
義

県
老
連
職
員
功
労

田
井 

博
美

団
体
役
員
功
労

岡
田 

幸
子

家
族
会西

村 

公
雄
、上
田 

政
子
、西
川 

美
佳
、

山
内 

正
康
、中
村 

文
子

民
生
児
童
委
員
協
議
会

森
本 

和
明
、井
口 

照
夫
、中
本 

信
秋
、佐
々
木 

正
交
、

豊
口 

富
江
、田
中 

信
一
郎
、北
本 

喜
久
江
、高
橋 

淑
子
、

橋
本 

祐
磨
、西
山 

淳
夫
、藪
田 

美
知
男
、小
林 

哲
子

社
会
福
祉
事
業
功
労
者（
10
名
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

岡
森 

　
裕
、岸
本 

孝
則
、山
根 

張
太
郎
、

平
木 

　
滋
、西
村 

惠
美
子
、山
本 

逸
子
、

田
中 

弘
江
、井
上 

ひ
ろ
み
、岡
嶋 

廣
子
、

中
山 

勝
恵

令和5年１月11日㈬～1月25日㈬

令和5年2月15日㈬～2月22日㈬
※日・祝日を除く

令和5年度の申請手続きの説明会を
２月上旬頃に開催予定です。

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

　ふれあいサロンは、集落単位で身近な公民館等に、
誰でも参加できる場づくりの取組です。サロンに集い、
生きがいづくりや健康づくり、見守り、閉じこもり予防、
つながりづくりなどを目的としています。

　最近、足腰が弱くなって転びそうになることも増えてきました。この前、八頭町社協に
行ったときに「足」が４本ある杖を見ました。杖にもいろいろな種類があるようで…。どん
な杖が使いやすいのでしょうか？

　はい！お答えします。見られたのは「４点杖（多点杖）」と言われる物で
す。地面に接する面が多いので安定性は高いのですが、地面に対して
真っ直ぐにつく必要があります。地面の僅かな段差でも不安定になった
り、杖自体が重いといった面もあります。よく見る杖（T字杖）は斜めにつ
くこともできるので、使い方が違います。
　最近は多点杖でも杖先が可動する杖や軽量な機種もあり、「杖」と
言ってもたくさんの種類があります。また使用する際には杖の高さも大
切です。立った状態で、真っ直ぐに腕を下して手首の骨や足の付け根の
骨が出ているところが握りの位置の目安です。
　「転ばぬためにも」自分に合った杖を使うことが大切ですね！ 困った時
にはケアマネージャーや福祉用具専門相談員にご相談ください。

　レクリエーションの協
力やイベントの補助、
ゲーム用品の貸出など、
活動の支援もさせていた
だきますので、お気軽に
ご相談ください。

ふれあいサロン募集 ひとり親家庭卒業祝い事業
についてお知らせ

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内） 電話 （0858）72-0021お問合せ先

お知らせ

～転ばぬ先の杖～
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ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ
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を
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。
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司
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績
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受
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催
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。
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岸
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３
名
）

被
表
彰
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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３
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自
身
が
感
じ
る
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

へ
の
想
い
、地
域
で
暮
ら
す
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、地
域
で
暮
ら

し
続
け
た
い
高
齢
者
の
願
い
を
丁
寧

に
・
熱
く
・
真
摯
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る

中
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

地
域
医
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、医
療
・
看
護
の
担
い
手
の
育
成
に

あ
っ
て
は
、高
齢
・
障
が
い
が
あ
っ
て

も
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
姿
と
そ

れ
を
支
え
る
地
域
の
在
り
方
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、本
会
で
は
、学
生
の

学
び
が
充
実
す
る
こ
と
に
加
え
、地
域

活
動
に
若
い
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る

地
域
の
活
力
向
上
、外
部
の
評
価
を
得

て
、自
分
た
ち
の
活
動
の
意
義
を
再
確

認
す
る
こ
と
に
よ
る
取
り
組
み
の
活
性

化
を
目
的
に
、専
門
教
育
校
と
地
域
福

祉
活
動
と
の
連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
11
月
28

日（
月
）に
行
わ
れ

た
、鳥
取
市
医
療
看

護
専
門
学
校
2
年

生
の
地
域
実
習
授

業（
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
）で
の
取
り
組

み
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
で
は
、

2
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
活
動
に
2
日
間
参
加

し
、元
気
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
姿
を
知

り
、地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
想
い
を

受
け
止
め
、医
療
従
事
者
と
し
て
必
要

な
高
齢
者
の
価
値
観
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
地
域
実
習
を
行
っ
て
お
り
、

本
会
が
間
に
入
っ
て
地
域
と
の
調
整

と
、学
生
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
に
か

け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活

動
の
休
止
な
ど
で
実
習
が
困
難
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
の
意

義
に
つ
い
て
社
協
が
講
義
を
行
い
、地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
想
い
を
委
員
会

役
員
に
語
り
部
と
し
て
伝
え
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
、こ
の
大
切
な
学
び
の
時

間
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
丹
比
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
　
小
谷
知
載
委
員
長
、隼
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
　
西
村
恵
美
子
委
員

長
、下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

岡
森
裕
委
員
長
の
3
名
に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
状
況
や
ご

「地域で暮らし続けることへの
 高齢者の想い・支え手の想いを伝える」
～看護学生へオンライン授業を行いました。～

　
村
が
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
と

い
う
想
い
が
あ
る
。自
分
に
良
く
し

て
く
れ
た
上
の
世
代
の
人
た
ち
と

の
別
れ
を
重
ね
、自
ら
の
最
期
を
思

う
の
が
高
齢
期
。そ
う
し
た
寂
し
さ

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
、今

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
取
り
組
み
、想
い
を
分
か
ち
合

え
る
人
達
と
語
り
合
い
な
が
ら
過

ご
し
て
い
く
の
だ
と
思
う
。こ
こ
に

住
ん
で
い
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
を
皆
で
考
え
て
い

き
た
い
。

　
嫁
い
で
か
ら
何
十
年
も
た
ち
、住

め
ば
都
で
人
と
人
と
の
心
や
す
さ

が
あ
る
。今
住
ん
で
い
る
隼
が
一
番

い
い
と
思
う
。高
齢
者
が
出
来
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
、家
で
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
い
い

と
思
う
。そ
う
あ
る
た
め
に
、元
気

で
い
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く

る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
に
は
そ

こ
に
し
か
な
い
景
色
、人
、自
分
が

身
に
つ
け
た
も
の
、つ
な
が
り
が
あ

る
。そ
れ
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
の
が
高

齢
者
の
願
い
。皆
と
会
っ
て
話
を
す

る
こ
と
が
高
齢
者
の
楽
し
み
で
あ

り
、地
域
に
話
が
で
き
る
人
が
あ
る

こ
と
が
大
切
。孤
立
感
を
感
じ
や
す

い
世
代
で
あ
り
、高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
に
は
、心
を
支
え
る
視
点
も

必
要
。

小
谷
　知
載 

委
員
長

西
村
　惠
美
子 

委
員
長

岡
森
　
　裕 

委
員
長

　
今
回
紹
介
し
た
他
に
も
町
内
小
中

学
校
と
の
交
流
や
八
頭
高
校
と
の
授

業
と
の
連
携
、
専
門
職
育
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
受
け
入
れ
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
な
ど
、「
地
域
を
舞
台

に
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
学
び
あ

う
福
祉
学
習
」
と
い
う
潮
流
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
活
動
の
意
義
が
地
区
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
次
世
代
へ
福
祉
を
つ
な
い

で
い
く
と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

丹
比
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

隼
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
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域
で
暮
ら

し
続
け
た
い
高
齢
者
の
願
い
を
丁
寧

に
・
熱
く
・
真
摯
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る

中
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

地
域
医
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、医
療
・
看
護
の
担
い
手
の
育
成
に

あ
っ
て
は
、高
齢
・
障
が
い
が
あ
っ
て

も
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
姿
と
そ

れ
を
支
え
る
地
域
の
在
り
方
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、本
会
で
は
、学
生
の

学
び
が
充
実
す
る
こ
と
に
加
え
、地
域

活
動
に
若
い
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る

地
域
の
活
力
向
上
、外
部
の
評
価
を
得

て
、自
分
た
ち
の
活
動
の
意
義
を
再
確

認
す
る
こ
と
に
よ
る
取
り
組
み
の
活
性

化
を
目
的
に
、専
門
教
育
校
と
地
域
福

祉
活
動
と
の
連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
11
月
28

日（
月
）に
行
わ
れ

た
、鳥
取
市
医
療
看

護
専
門
学
校
2
年

生
の
地
域
実
習
授

業（
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
）で
の
取
り
組

み
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
で
は
、

2
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
活
動
に
2
日
間
参
加

し
、元
気
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
姿
を
知

り
、地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
想
い
を

受
け
止
め
、医
療
従
事
者
と
し
て
必
要

な
高
齢
者
の
価
値
観
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
地
域
実
習
を
行
っ
て
お
り
、

本
会
が
間
に
入
っ
て
地
域
と
の
調
整

と
、学
生
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
に
か

け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活

動
の
休
止
な
ど
で
実
習
が
困
難
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
の
意

義
に
つ
い
て
社
協
が
講
義
を
行
い
、地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
想
い
を
委
員
会

役
員
に
語
り
部
と
し
て
伝
え
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
、こ
の
大
切
な
学
び
の
時

間
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
丹
比
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
　
小
谷
知
載
委
員
長
、隼
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
　
西
村
恵
美
子
委
員

長
、下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

岡
森
裕
委
員
長
の
3
名
に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
状
況
や
ご

「地域で暮らし続けることへの
 高齢者の想い・支え手の想いを伝える」
～看護学生へオンライン授業を行いました。～

　
村
が
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
と

い
う
想
い
が
あ
る
。自
分
に
良
く
し

て
く
れ
た
上
の
世
代
の
人
た
ち
と

の
別
れ
を
重
ね
、自
ら
の
最
期
を
思

う
の
が
高
齢
期
。そ
う
し
た
寂
し
さ

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
、今

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
取
り
組
み
、想
い
を
分
か
ち
合

え
る
人
達
と
語
り
合
い
な
が
ら
過

ご
し
て
い
く
の
だ
と
思
う
。こ
こ
に

住
ん
で
い
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
を
皆
で
考
え
て
い

き
た
い
。

　
嫁
い
で
か
ら
何
十
年
も
た
ち
、住

め
ば
都
で
人
と
人
と
の
心
や
す
さ

が
あ
る
。今
住
ん
で
い
る
隼
が
一
番

い
い
と
思
う
。高
齢
者
が
出
来
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
、家
で
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
い
い

と
思
う
。そ
う
あ
る
た
め
に
、元
気

で
い
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く

る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
に
は
そ

こ
に
し
か
な
い
景
色
、人
、自
分
が

身
に
つ
け
た
も
の
、つ
な
が
り
が
あ

る
。そ
れ
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
の
が
高

齢
者
の
願
い
。皆
と
会
っ
て
話
を
す

る
こ
と
が
高
齢
者
の
楽
し
み
で
あ

り
、地
域
に
話
が
で
き
る
人
が
あ
る

こ
と
が
大
切
。孤
立
感
を
感
じ
や
す

い
世
代
で
あ
り
、高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
に
は
、心
を
支
え
る
視
点
も

必
要
。

小
谷
　知
載 

委
員
長

西
村
　惠
美
子 

委
員
長

岡
森
　
　裕 

委
員
長

　
今
回
紹
介
し
た
他
に
も
町
内
小
中

学
校
と
の
交
流
や
八
頭
高
校
と
の
授

業
と
の
連
携
、
専
門
職
育
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
受
け
入
れ
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
な
ど
、「
地
域
を
舞
台

に
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
学
び
あ

う
福
祉
学
習
」
と
い
う
潮
流
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
活
動
の
意
義
が
地
区
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
次
世
代
へ
福
祉
を
つ
な
い

で
い
く
と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

丹
比
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

隼
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
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ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ

 対　　象 令和5年3月に中学校を卒業予定の
ひとり親家庭の生徒

ひとり親家庭とは父母のいずれか、または祖父母が
子どもの養育している世帯

 申込方法 ご印鑑(シャチハタは不可)をお持ちの
上、お近くの八頭町社会福祉協議会本
所、各支所でお渡しする申込書にご記
入ください。

 申込期間 

 贈呈期間 

 助　成　金 

説　明　会 

４点杖

T字杖

監
事
は
理
事
の
職
務
執
行
・
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を

監
査
し
ま
す
。

任
期
　
令
和
4
年
11
月
1
日
〜
令
和
5
年
6
月
の
定
時
評
議

員
会
終
結
の
時
ま
で

新
任

　歳
岡

　誠
司

退
任

　浅
井

　宏
一

監事の
交　替

　
八
頭
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
及
び
社
会
福
祉
活
動
の
協
力
功
績
に
よ
り
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
県
民
総
合
福
祉
大
会
が
書
面
開
催
と
な
り
、被
表
彰
者
に
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

伝
達
表
彰

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

竹
内 

　
豊

心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会

岸
田 

弘
子
、西
川 

智
子

鳥
取
県
知
事
表
彰（
３
名
）

被
表
彰
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
役
員
功
労
者（
22
名
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

塩
瀬 

敏
江
、田
中 

義
昌

民
生
児
童
委
員
功
労

明
治 

登
茂
恵
、井
上 

雅
紀

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰（
３
名
）

団
体
役
員
功
労

西
村 

昭
二

団
体
職
員
功
労

保
木
本 

正
臣
、岸
本 

　
剛

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰(

２
名)

県
老
連
役
員
功
労

岡
森 

　
裕

鳥
取
県
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
協
会
長
表
彰(

１
名)

鳥
取
県
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労

桑
村 

和
義

県
老
連
職
員
功
労

田
井 

博
美

団
体
役
員
功
労

岡
田 

幸
子

家
族
会西

村 

公
雄
、上
田 

政
子
、西
川 

美
佳
、

山
内 

正
康
、中
村 

文
子

民
生
児
童
委
員
協
議
会

森
本 

和
明
、井
口 

照
夫
、中
本 

信
秋
、佐
々
木 

正
交
、

豊
口 

富
江
、田
中 

信
一
郎
、北
本 

喜
久
江
、高
橋 

淑
子
、

橋
本 

祐
磨
、西
山 

淳
夫
、藪
田 

美
知
男
、小
林 

哲
子

社
会
福
祉
事
業
功
労
者（
10
名
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

岡
森 

　
裕
、岸
本 

孝
則
、山
根 

張
太
郎
、

平
木 

　
滋
、西
村 

惠
美
子
、山
本 

逸
子
、

田
中 

弘
江
、井
上 

ひ
ろ
み
、岡
嶋 

廣
子
、

中
山 

勝
恵

令和5年１月11日㈬～1月25日㈬

令和5年2月15日㈬～2月22日㈬
※日・祝日を除く

令和5年度の申請手続きの説明会を
２月上旬頃に開催予定です。

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

　ふれあいサロンは、集落単位で身近な公民館等に、
誰でも参加できる場づくりの取組です。サロンに集い、
生きがいづくりや健康づくり、見守り、閉じこもり予防、
つながりづくりなどを目的としています。

　最近、足腰が弱くなって転びそうになることも増えてきました。この前、八頭町社協に
行ったときに「足」が４本ある杖を見ました。杖にもいろいろな種類があるようで…。どん
な杖が使いやすいのでしょうか？

　はい！お答えします。見られたのは「４点杖（多点杖）」と言われる物で
す。地面に接する面が多いので安定性は高いのですが、地面に対して
真っ直ぐにつく必要があります。地面の僅かな段差でも不安定になった
り、杖自体が重いといった面もあります。よく見る杖（T字杖）は斜めにつ
くこともできるので、使い方が違います。
　最近は多点杖でも杖先が可動する杖や軽量な機種もあり、「杖」と
言ってもたくさんの種類があります。また使用する際には杖の高さも大
切です。立った状態で、真っ直ぐに腕を下して手首の骨や足の付け根の
骨が出ているところが握りの位置の目安です。
　「転ばぬためにも」自分に合った杖を使うことが大切ですね！ 困った時
にはケアマネージャーや福祉用具専門相談員にご相談ください。

　レクリエーションの協
力やイベントの補助、
ゲーム用品の貸出など、
活動の支援もさせていた
だきますので、お気軽に
ご相談ください。

ふれあいサロン募集 ひとり親家庭卒業祝い事業
についてお知らせ

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内） 電話 （0858）72-0021お問合せ先

お知らせ

～転ばぬ先の杖～
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も
っ
と
詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
坂
町
長
寿
会

　・
大
江
緑
寿
会

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

利

浩

邦
　
義

政

子

　
誠
　

直

道

清
　
水
　
節
　
子

大
　
川
　
　
　
勇

谷
　
口
　
郁
　
雄

最
　
上
　
　
　
司

加
　
藤
　
穂
　
高

西
御
門

下

濃

隼
郡
家

才

代

皆

原

夫父母兄父

９月住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

母妻父夫

操

惠

幸

枝

道

生

光

廣

勝
　
原
　
保
　
幸

西
　
尾
　
清
　
志

林
　
　
　
利
　
和

森
　
岡
　
陽
　
子

落

岩

郡

家

万
代
寺

大

坪
10月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

父父母母

壽

美

博

文

ふ
で
子

照

子

藤
　
田
　
俊
　
二

花
　
木
　
直
　
俊

田
　
渕
　
勝
　
敏

西
　
川
　
裕
　
之

鳥
取
市

才

代

東日
下
部

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

夫母父母

春

𠮷

濱

子

淑

夫

久

惠

藤

原
　
秀

子

田

中
　
一
男

谷

口
　
智

範

細

田

吉

秋

隼
郡
家

橋

本

船

岡

大

門
11月

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

【
訪
問
介
護
事
業
・

  
　
　
通
所
介
護
事
業
】

パ
ー
ト
職
員（
介
護
職
員
）

（
敬
称
略
）

西
尾
　
健

西
谷
　
直
人

米 

30
　×

２
袋

玩
具
他

物
品
・
一
般
寄
付

kg

　
令
和
４
年
10
月
に「
ア
フ
ラ
ッ
ク
鳥

取
県
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
会
」様
よ
り
、八

東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
車
椅
子
1
台
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
利
用
者
様
に
安
心
安
全
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、大
切
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ご
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

募 集

（
敬
称
略
）

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

介
護
福
祉
士
　
1
，0
6
0
円

訪
問
介
護
士
　
9
9
0
〜
1
，0
1
0
円

（
別
に
通
勤
手
当
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手
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給
）
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与
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回

相
談
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半
日
か
ら
で
も
O
K
）

入
浴
・
食
事
な
ど
の
直
接
介
護
・
掃
除
・

買
い
物
な
ど
の
家
事
援
助

訪
問
介
護（
担
当
：
前
田
）

　
電
話  （
０
８
５
８
）73
ー
0
6
7
2

通
所
介
護（
担
当
：
河
本
）

　
電
話  （
０
８
５
８
）72
ー
6
1
2
5

　
介
護
の
お
仕
事
を
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
、大
募
集
で
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　町
民
の
皆
さ
ま

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
繰
り
返
し
や
不
安
定
な

世
界
情
勢
を
主
因
と
す
る
物
価
高
な
ど
、私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
き

な
問
題
を
持
っ
た
一
年
で
し
た
が
、町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ど
の
よ
う
な

新
年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　社
協
で
は
、引
き
続
い
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

事
業
の
縮
小
や
変
更
に
加
え
て
、物
価
高
に
よ
る
経
費
増
等
々
の
難
題
と

対
峙
す
る
こ
と
に
な
り
、改
め
て
、同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
一
年
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
問
題
は
、新
年
と

な
っ
て
も
早
々
に
解
消
す
る
保
証
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。経
営
、事
業
の

展
開
と
も
に
、我
慢
我
慢
の
一
年
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
は「
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」

の
総
仕
上
げ
の
年
に
も
な
り
ま
す
。こ
の
計
画
で
は
、「
自
助
」「
互
助
・
共

助
」「
公
助
」が
協
働
す
る
福
祉
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。公
民
の
多
様
な
主
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
一
例
に
、次
第
に
新
た
な
福
祉
社
会

の
姿
が
皆
さ
ん
の
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、最
後
の
一
年
は
、皆
さ
ん
が「
福
祉
の
町

　八
頭
町
」を
ど
れ
ぐ
ら

い
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
社
協
の
担
う
役
割
は
重
要
で
す
。
　

　前
・
後
、ど
ち
ら
も
重
い
課
題
で
す
が
、社
協
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
一
年
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会 

　長

　

　小
谷 

知
載

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
八
頭
町
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、1
0
7
名
の
参
加
で
、八
頭
町
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
、32
名
の
方
に
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
表
彰
、書
面
開
催
と
な
っ
た
鳥
取
県
民
総
合
福
祉
大
会
の
被
授
賞
者
９
名
に
伝
達

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
前
例
が
な
け
れ
ば
作
れ
ば
い
い
」と
題
し
、青
野
浩
美
さ
ん
に
よ

る
講
演（
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。声
楽
家
を
め
ざ
し
、邁
進
し
て

い
た
矢
先
に
原
因
不
明
の
神
経
性
難
病
を
発
症
。無
呼
吸
の
発
作
に
お
そ
わ
れ
、命
を

守
る
た
め
に
気
管
切
開
に
踏
み
切
っ
た
。歌
手
と
し
て
の
活
動
は
前
例
が
な
い
か
ら

無
理
と
告
げ
ら
れ
た
が
、障
が
い
と
向
き
合
い
な
が
ら
、あ
き
ら
め
な
い
心
で
声
を
と

り
戻
し
、力
強
く
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。苦
手
や
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
当
り
前
。

N
O
1
に
な
る
の
は
一
人
だ
け
ど
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
み
ん
な
が
な
れ
る
。み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
・
学
校
・
家
庭
に
と
っ
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
な
ん
だ
よ
」と
話
さ

れ
、明
る
く
元
気
で
よ
く
通
る
声
と
透
き
通
っ
た
歌
声
は
、参
加
者
に
大
き
な
感
動
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

＊
開
幕
の
一
声
の
美
し
い
歌
声
で
始
ま
り
、涙
を

我
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た
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ビ
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終
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話
さ

れ
、明
る
く
元
気
で
よ
く
通
る
声
と
透
き
通
っ
た
歌
声
は
、参
加
者
に
大
き
な
感
動
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

＊
開
幕
の
一
声
の
美
し
い
歌
声
で
始
ま
り
、涙
を

我
慢
し
た
く
な
る
ビ
リ
ー
ブ
で
終
わ
り
、挑
戦

す
る
こ
と
へ
の
輝
き
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

＊
心
に
し
み
る
講
演
。あ
き
ら
め
な
い
心
に
感
動
。

＊
一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
り
平
等
で
あ
る
。障
が

い
を
乗
り
越
え
る
力
、生
き
る
力
を
頂
い
た
。

＊
困
難
に
め
げ
ず
、前
向
き
な
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

＊
と
っ
て
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

参
加
者
の
声

11
6
日

時
給
他

勤
務
時
間

事
業
内
容

【
退 

職
】（
令
和
４
年
９
月
30
日
付
） 

      

澤
田 

雄
一
郎

　
　（
八
東
支
所
通
所
介
護
係
主
任
）

【
異 

動
】（
令
和
４
年
11
月
１
日
付
）

  

船
岡
支
所
　
通
所
介
護
係
嘱
託
職
員 

      

川
口
　好
枝

　
　（
船
岡
支
所 

訪
問
介
護
係
嘱
託
職
員
）

  

八
東
支
所
　
通
所
介
護
係
嘱
託
職
員 

      

西
塚 

美
佐
子

　
　（
船
岡
支
所 

通
所
介
護
係
嘱
託
職
員
）

人
事
の
お
知
ら
せ



社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227

社協だより 8

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
ぜひのぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

１
令和５年 

第71号社協だより
八頭町社会福祉協議会広報誌

鍛冶屋温泉カレンダー
3月

 日 月 火 水 木 金 土
     1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31

2月
 日 月 火 水 木 金 土
    1  2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（11月末までの土・日・祝日）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！

26

1月
 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 31

橋本サロン 米岡いきいきサロン

～住み慣れた地域でいきいきと～

八頭町社協

カフェでホッと一息

　母親達が月の十五日に茶話会をして
いた経緯から「十五日会」と名付けてサ
ロンを始めて１０年過ぎました。その
間、数人の入れ替わりは有ったものの、
皆さんが元気で、お喋りは勿論体操や
ゲーム、脳トレなどフレイル予防の研
修も取り入れ、健康寿命を伸ばす活動
をしています。

　私たちサロンは月に１回公民館に集
まり体操をして体を動かしたり、座談
会を開催したり、奉仕活動をしたりし
ています。座談会では、最近の出来事を
話したりとても和やかな雰囲気で活動
しています。これからも、みんなが元気
に楽しく、みんなの憩いの場であるよ
うにサロン活動を続けていきたいと思
います。

主なトピックス
新年のごあいさつ  P２
看護実習
パネルディスカッション P４
教えて！ケアマネージャー P６
ご寄付お礼  P７
鍛冶屋温泉カレンダー  P８

　八東デイサービスでカフェを開店。
　「若い頃は喫茶店にもよく行ったで
なぁ」とコーヒーを待ちながら昔話に
花が咲きます。
　美味しい本格コーヒーを飲みなが
ら、和やかなゆっくりした時間が流れ
ました。


